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佐江戸町「杉山神社」のお祭りが平成22年 9月
26 日（日）に行われました。お祭り神事ではありま
すが、昔も今も和やかで、地域の輪が広がる行事だ
と思います。
お祭りはお神輿の飾り付けから、宵宮（前夜祭）、

参拝、お神輿パレード、そして奉納演芸会へと続
きます。
お神輿は杉山神社から佐江戸公園を折り返し地
点として町内を回ります。パレードが近くなると
子どもたちが神社やお神輿の周りに集まり、はしゃ
ぎながら出発の時間を待ちます。
子どもたちが先頭で金色と銀色の小さなお神輿を
担ぎ、その後に少年野球チームのお神輿、そして地
域の皆さんの勇壮な神輿、最後は山車と続きます。
私たち青少年指導員はパレードの先頭で子ども
たちと一緒に音頭をとったり、少年野球チームのお
神輿、町内の皆さんと一緒にお神輿を担いだりと、

それぞれの持ち場に分かれて祭りを盛り上げます。
子どもたちは大きなウチワで煽られながらワッ
ショイ・ワッショイと元気に声を上げていきます。
パレードの途中に設けられた神酒所では、ジュー
スやお菓子が配られ子どもたちにとっても楽しい
時間となります。
沿道では町内の皆さんが子どもたちを写真やビデ
オで撮影し和やかな雰囲気で
パレードが終了となります。
こうしたお祭りが今後も
続いて行くことを願いたい
と思います。

「杉山神社」の
佐江戸

佐江戸加賀原地区　志田 政明
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ちには、土台になる竹の中央部に穴を空けて、そ
のそばに吹きての竹を接着剤で結合してもらいま
す。結合位置が微妙に違うと音が出ないので悪戦
苦闘していました。でも音色が出た時はどの子ど
もたちも驚き、笑顔で喜んでくれました。
こうして割箸鉄砲 100 セット、竹笛 150 セット
はあっという間になくなりました。
私たちはこの様な場を通じて、子どもたちと自
然のものを利用してひとつのものを作りあげるこ
とで、コミュニケーションの大切さを再確認した
様な気がしました。
これからも子どもたちとのふれあいを大切にし
たいと思います。
また私たち青少年指導員にとっても楽しいひとと
きでした。

平成 22 年 11 月 13 日（土）山田小学校にて「こど
もランド イン 山田」が、開催されました。この
行事は山田小ＰＴＡが主催で、午前中は総合学習
で学んだことを、各学年、クラスごとに発表し、
午後は焼きそばや綿あめなどの模擬店を開き、地
域の方々と子どもたちが、いろいろな遊びをして
交流を深めるフェスティバルです。私たち東山田
地区青少年指導員も、このフェスティバルに参加
させて頂き、割り箸鉄砲と竹笛作りを子どもたち
に教えました。割り箸鉄砲は割り箸を決められた
寸法にカットして輪ゴムで縛り組み立てていくも
ので男の子に人気があります。
竹笛は前年の冬の時期に切り出した篠竹を 10 セ
ンチ前後にカットし
て汚れやバリを取り
除くなどの下準備を
行い、当日子どもた

平成 22 年 10 月 17 日（日）第 3回ふれあいの丘連
合祭が行われました。
地域のふれあいを目的とした子どもたちも多く
参加するお祭りであるために、私たち青少年指導
員は、体育指導委員、さわやかスポーツ普及委員
と共にレクリエーションを担当しました。開催に
向けて打合せを行い、子どもたちが楽しめる内容
や、貰ってうれしい賞品を考えました。内容とし
ては、体力測定･輪投げ･下駄飛ばし･キックボー
リング・綱引き。
下駄飛ばし用の下駄は、はるばる広島県福山市
より競技用の下駄をお借りして、正式ルールの中
で競技を行っています。今年度の最高記録は、一
般男子 25m･女子 19m･小学生で 16m、世界記録
40mにはまだ遠く来年度の記録更新に期待です。
恒例の 6自治会対抗綱引きは、男性、女性、こ
ども（各５）の 15 人でチームを作り、優勝はタン

タタウン自治会でした。
大人と共に綱を引く子どもたちはもちろん、応
援している私たち
も力が入っていま
した。
秋晴れの中、多
くの方の協力を得
てケガもなく無事
に終了しました。

東山田
東山田地区　吉田 信夫

ふれあいの丘

ふれあいの丘地区　田中 さとみ
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中川地区では毎年、社会体験及び共生を学んで
もらうため、中川中学校及び中川西中学校のボラ
ンティアを募り、都筑区民まつりへの出店を行っ
ております。今回も平成 22 年 11 月 3 日（祝）
センター南会場において、フランクフルト、水ヨー
ヨーとお茶の販売を行いました。
朝から、それぞれに分かれて準備をしましたが、
これが結構大変 しっかり考え工夫をしなければ、
お客さんは来てくれません。ポスター作りや配置
を考え、子どもたちの発案で呼び込み部隊まで作
りました。
その甲斐あってか、お祭り開始直後は少なかっ
たお客さんも、お昼頃には大行列でした。
焼き手は大慌て、水ヨーヨーは順番待ちです。
うれしい悲鳴をあげながらお祭り終了前に完売御
礼となり、みんな満足気な笑顔です。
天気にも恵まれ、事故もなく終了しました。

平成 22 年 11 月 13 日（土）川和小学校体育館と
料理室を借りて、地域の子どもたちのふれあいの
ため、青少年指導員が初めて企画したゲーム遊び
と料理づくりを楽しみました。
子どもたちが楽しむメインゲームのターゲットボッ

チャは、親父の会の協力を得ることもできました。
ターゲットボッチャとは、氷の代わりに体育館
の床の上でボールを使ったカーリングの様なゲー
ムです。
最初に遊び方を説明し、子どもたちに混じり大
人も練習をします。本番では点数を競い、１位～
３位までのチーム全員が賞状を渡します。
みんな優勝を目指して、チーム一丸となって頑
張っています。
ゲームを１時間楽しんだのち料理室に移動します。
班ごとに分かれて手洗いから始め、調理道具の準備

をして野菜や鳥肉を調理します。大人の助けを借り
ながらも、おいしいトマトソースの出来上がりです。
自分たちが苦労して作った料理を食べ、どの子
も笑顔で満足して帰りました。家庭でも、お手伝
いすることを願っています。

中 川
中川地区　竹村 幸成

ターゲットボッチャ　チキンカチャトラトマトソース作り
川 和

川和地区　小出 初江

「向こうで宣伝だ 」「鉄板で焼いてニオイをだそ
う 」「お茶とセットで売ったらどうだ？」…子
どもたちのアイデアです。
今日一日多くの人に楽しんでもらう為に考
え、努力をしました。
見渡せば、朝は何も考えずぼ～っと立って
いた子どもたちが、自ら考え片づけをし、他
人の手伝いまでしています
良き一日となりました…。
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このマークは、青少年に優しい環境を願ってヨコハマの青少年指導員が決めたものです。

平成 22 年 10 月 16 日（土）爽やかな秋晴れの下、
区内茅ケ崎 2丁目にある東京横浜独逸学園で恒例
のオクトーバーフェストが開催されました。今年
は「日独交流 150 周年」オープニングイベントも
同時に行われ、ドイツ外務省国務大臣、在日ドイ
ツ大使、伴野外務副大臣、林横浜市長も来賓とし
て参加され盛大な催しとなりました。
幕開けは「ジャパン EU フレンドシップラン
2010」。学園の子どもたち・関係者、地元からの
参加者総勢約千人が、2.5 キロ、5キロ、10 キロに
分かれて健脚を競いました。私たち青少年指導員
は学園関係者と地域の交流を活発にし、子どもた
ちの健やかな成長を支援する目的で毎年フレンド
シップランのスタッフとして大会を支えてきまし
た。今年も事前に学園の関係者と 2回打ち合わせ
を行い、コースを下見して危険な個所や誘導員の
配置場所のチェックなど万全を期して当日を迎え
ました。当日は青少年指導員13名が体育指導委員、
一般のボランティアの方々と共に約 7キロにわた
る緑道内のランニングコースの整備、走路の誘導、
応援に当たりました。
陸上選手顔負けの本格的走りを見せる人、仮装
を楽しむ人、マイペースでゆっくりと走る人など
老若男女様々なランナーがレースを楽んでいまし

た。狭い緑道を大勢の参加者が走るので誘導なし
では危険なところもありますが、今年もけがや大
きなトラブルもなく無事に大会を終了することが
出来ました。
フレンドシップラン終了後は学園内で開かれて
いるオクトーバーフェストに合流。おいしいドイ
ツ料理と共に学園関係者、体育指導委員、一般ボ
ランティアとの交流を楽しみました。
皆様も是非一度オクトーバーフェストに参加さ
れてはいかがですか。きっと楽しい秋の一日を過
ごせることと思います。

茅ケ崎南
MGC

茅ケ崎南MGC地区　佐藤 光昭


